
バ
ル
ブ
の
総
合
供
給
基
地
滋
賀
・
彦
根
バ
ル
ブ
産
業
界

　滋賀県彦根市を中心とした琵琶
湖東部一帯は、バルブ産業の一大
産地を形成している。 社以上の
ブランドメーカーとそれを支える
約 社の関連産業が産地を形成、
従事する従業員は 人を超え
る。バルブメーカーは全国にある
が、これだけの規模で集積する地
は他になく、年間生産高 億円
超という滋賀県下では最大規模の
地場産業となっている。ブランド
メーカーなどで構成する滋賀バル
ブ協同組合（滋賀県彦根市）が中
心となって産業活性化へと取り組
み、 年の生産高は２年連続で
前年を上まわった。また、鉛フリ
ー銅合金「ビワライト」が発明協
会主催の「平成 年度近畿地方発
明表彰」で中小企業庁長官奨励賞
や実施功績賞を受賞するなど明る
さは着実に増している。

学生論文コンテスト日本バルブ工業会が実施バルブとの関わりテーマに
高
い
技
術
・
品
質
提
供
す
る

清
水
克
己
理
事
長
滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
滋
賀
県
彦
根
地
区
は
、
１
２
０
年

以
上
の
歴
史
を
誇
る
全
国
唯
一
の
バ

ル
ブ
産
業
の
集
積
地
で
す
。
用
途
別

で
見
ま
す
と
水
道
用
、
産
業
用
、
船

舶
用
と
多
種
多
様
な
バ
ル
ブ
を
製
作

す
る
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
滋
賀
県
が
彦
根
市
に
「
滋
賀
県

東
北
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
彦
根
庁

舎
」
を
置
き
、
バ
ル
ブ
に
関
す
る
技

術
指
導
や
材
料
分
析
、
材
料
試
験
、

耐
圧
な
ど
各
種
機
能
試
験
な
ど
を
行

い
、
地
場
産
業
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。

　
明
治

年
に
彦
根
バ
ル
ブ
業
界
の

祖
と
言
わ
れ
る
門
野
留
吉
翁
が
蒸
気

用
カ
ラ
ン
を
手
が
け
た
の
が
、
彦
根

の
バ
ル
ブ
業
界
の
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
で
言
う
ベ
ン
チ
ャ
ー

精
神
の
先
駆
け
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
人
を
育
て
る
こ
と
に
た
け
た
人

で
も
あ
り
、
多
く
の
職
人
が
学
び
、

や
が
て
鋳
物
業
者
や
バ
ル
ブ
業
者
と

し
て
独
立
し
、
彦
根
バ
ル
ブ
業
界
の

礎
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
来
１
２
０
年
、
翁
の
精
神
は
脈

々
と
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
バ
ル
ブ

の
一
大
産
地
を
形
成
す
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
彦
根
の
バ
ル
ブ

業
界
は
、
高
い
技
術
と
品
質
で
、
国

内
外
の
お
客
さ
ま
に
さ
ま
ざ
ま
な
バ

ル
ブ
を
提
供
し
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

滋
賀
バ
ル
ブ
協
組
の
年
生
産
高
水
道
用
５
年
ぶ
り
増
加

「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
発
明
表
彰
で
奨
励
賞
受
賞

▼

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ４月２１日 月曜日 　　

　
「
ビ
ワ
ラ
イ
ト
」
の
注
目

も
よ
り
高
ま
っ
て
き
た
。
関

西
大
学
や
東
北
部
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
同
開
発

し
た
銅
合
金
鋳
物
で
、

年

に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
Ｃ
Ａ
Ｃ
４
１
１

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に

年

月

日
に
は
公
益

社
団
法
人
発
明
協
会
の
「
平

成

年
度
近
畿
地
方
発
明
表

彰
」
で
発
明
者
５
人
に
中
小

企
業
庁
長
官
奨
励
賞
を
、
滋

賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
の
清
水

克
己
理
事
長
に
同
実
施
功
績

賞
を
贈
っ
て
い
る
。
認
知
度

な
ど
評
価
は
着
実
に
高
ま
っ

て
い
る
。

　
海
外
で
は
事
業
会
社
の
ビ

ワ
ラ
イ
ト

同
彦
根
市

が

米
国
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
メ
ー
カ

ー
に
製
法
を
ラ
イ
セ
ン
ス
供

与
。
米
国
で
は
水
道
機
器
の

鉛
含
有
量
規
制
強
化
、
鉛
フ

リ
ー
銅
合
金
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
が
背
景
だ
。

国
内
で
も
環
境
へ
の
配
慮
な

ど
を
背
景
に
鉛
フ
リ
ー
銅
合

金
が
注
目
を
集
め
て
お
り
、

同
協
同
組
合
の
加
盟
企
業
な

ど
は
ビ
ワ
ラ
イ
ト
を
採
用
し

た
製
品
展
開
を
進
め
始
め

た
。
組
合
で
は
製
品
へ
の
使

用
を
は
じ
め
、
展
示
会
で
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
で

普
及
を
後
押
し
す
る
計
画
。

　

年
、
日
本
バ
ル
ブ
工
業

会
は
創
立

周
年
記
念
学
生

懸
賞
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
私
達
の
暮
ら

し
や
産
業
と
バ
ル
ブ
と
の
深

い
関
わ
り
か
ら
考
え
る
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
へ
の
希
望
や

バ
ル
ブ
業
界
へ
の
提
言
」

で
、
滋
賀
県
か
ら
は
県
内
の

高
校
生
２
人
が
入
賞
し
、
大

学
生
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。

　
地
場
産
業
と
し
て
の
バ
ル

ブ
認
知
度
を
高
め
る
べ
く
、

組
合
の
活
動
と
し
て
支
援
し

て
い
く
考
え
だ
。

高
水
準
の
生
産
が
期

待
さ
れ
る

　
バ
ル
ブ
は
管
な
ど
を
流
れ

る
気
体
や
液
体
の
流
れ
を
止

め
る
な
ど
調
整
す
る
装
置
。

水
道
用
は
上
下
水
道
、
工
業

や
農
業
用
水
な
ど
の
配
管

に
、
産
業
用
は
製
鉄
や
ガ

ス
、
電
力
、
石
油
な
ど
工
場

機
械
の
配
管
に
、
舶
用
は
タ

ン
カ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

　
滋
賀
バ
ル
ブ
協
同
組
合
が

ま
と
め
た

年

１
ー

月

の
生
産
高
調
査
に
よ
る

と
、
前
年
比
６
・
２
％
増
の

２
２
７
億
８
９
０
０
万
円
と

２
年
続
け
て
前
年
を
上
ま
わ

っ
た
。
内
訳
を
見
る
と
用
途

別
で
は
産
業
用
が
同

９
・
２
％
増
の
１
０

８
億
５
０
０
０
万

円
。
船
用
は
２
・
２

％
減
の

億
７
１
０

０
万
円
と
減
少
し

た
。
し
か
し
、

年

下
半
期

７
ー

月

だ
け
を
見
る
と

前
年
同
期
比
で
７
・

０
％
増
と
５
年
ぶ
り
に
生
産

高
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

　
水
道
用
は
同
７
・
８
％
増

の

億
１
２
０
０
万
円
で
５

年
ぶ
り
に
前
年
を
上
ま
わ
る

結
果
と
な
っ
た
。
東
日
本
大

震
災
の
復
興
関
連
需
要
や
首

都
圏
を
中
心
と
し
た
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
対
応
や
耐
震
化
対

応
の
需
要
が
増
え
て
い
る
。

　

年
は
震
災
復
興
関
連
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
本
格
化
、

各
地
で
続
く
都
市
機
能
の
整

備
需
要
な
ど
で
水
道
用
や
産

業
用
が
増
え
る
と
期
待
で
き

る
。
船
舶
用
も
回
復
基
調
に

あ
り
、
生
産
高
は
増
加
す
る

見
込
み
だ
。


